
令
和
６
年
４
月
23

日
（
火
）
に
静
岡
県

隊
友
会
引
佐
連
合
支

部
が
主
催
す
る
春
季

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
64
名
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

浜
松
支
部
か
ら
は
若

杉
幸
助
、
山
本
満
男
、

林
吉
介
、
春
名
正
徳

の
４
名
の
隊
友
と

岩
田
昭
子
様
、
竹
内

進
様
、
伊
藤
繁
太

郎
様
、
中
西
文
夫
様
、

二
橋
康
志
様
の
５
名

が
参
加
さ
れ
和
気
あ

い
あ
い
の
う
ち
に
引

佐
連
合
支
部
と
の
交

流
が
で
き
ま
し
た
。

次
回
の
引
佐
連
合

支
部
の
秋
季
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
も

決
ま
り
し
だ
い
本
紙

で
ご
案
内
し
ま
す
の

で
、
ご
家
族
、
お
友

達
を
お
誘
い
の
上
、

多
数
の
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

家
内
に
認
知
症
の

兆
候
が
で
た
た
め

「
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢

者
住
宅
」
へ
急
遽
入

居
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

わ
た
く
し
は
、
な
ん

と
か
一
人
残
っ
て
生

活
を
送
っ
て
い
ま
し

た
が
、
次
第
に
生
活

全
般
の
負
担
に
耐
え

き
れ
ず
、
家
内
と
同

じ
建
物
に
入
居
し
ま

し
た
。
「
サ
ー
ビ
ス

付
高
齢
者
住
宅
」
は
、

全
室
が
個
室
で
、
好

ま
し
い
の
で
す
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

接
続
が
あ
り
ま
せ
ん
。

も
っ
ぱ
ら
、
本
と

テ
レ
ビ
で
す
。

最
近
読
ん
だ
本
で

感
銘
を
受
け
た
の
は
。

山
崎
豊
子
氏
の
作
品

で
「
不
毛
地
帯
」
で

す
。
な
ん
だ
、
今
頃

読
ん
だ
の
か
と
笑
わ

れ
そ
う
で
す
が
、

「
壹
岐

正
」
の
よ

う
な
生
き
方
が
で
き

な
か
っ
た
な
ぁ
と
、

わ
が
身
の
非
才
を
棚

に
上
げ
、
た
め
息
を

つ
い
て
ま
す
。
と
き

ど
き
引
き
出
し
て
は
、

拾
い
読
み
し
て
い
ま

す
。
車
を
持
っ
て
い

な
い
の
で
、
買
い
物

や
本
屋
さ
ん
図
書
館

な
ど
は
、
な
か
な
か

行
け
ま
せ
ん
。

か
ら
だ
や
知
能
に

障
害
の
兆
候
が
表
れ

た
時
、
ど
う
す
る
か
・
・
・
・

な
ど
と
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
は
他

の
選
択
肢
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
同
じ

施
設
に
入
居
し
て
、

車
も
手
離
し
て
み
る

と
、
そ
の
不
便
さ
に

唖
然
と
し
ま
す
。

一
軒
家
で
、
妻
と

二
人
だ
け
の
生
活
が

25
年
以
上
と
な
り
認

知
障
害
の
兆
候
が
あ

る
な
ど
と
は
、
夢
に

も
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。こ

こ
で
一
句
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浜松支部理念

互 助
奉 仕
協 力

令
和
６
年
度
浜
松
支
部
定
期
総
会

令
和
６
年
度
浜
松
支
部
定
期
総
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

記

一

日
時

令
和
６
年
７
月
６
日
（
土
）午

前
10
時
00
分
～
午
後
12
時
20
分

二

場
所

ア
ク
ト
研
修
交
流
セ
ン
タ
ー
（
静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
中
央

3-9-1
）

三

行
事
次
第

「
総
会
」

10
時
00
分
～
11
時
30
分

「
会
食
」

11
時
45
分
～
12
時
20
分

四

出
欠
通
知

同
封
の
は
が
き
に
て
、
令
和
６
年
６
月
15
日
（
土
）
ま
で
に
出
・
欠
の
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
欠
席
の
場
合
の
議
決
権
行
使
に
あ
た
り
、
支
部
長

に
一
任
さ
れ
る
場
合
は
、
「
委
任
状
」
の
送
付
は
省
略
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

わ
た
く
し
の
「
今
」

同
年
代
の
諸
兄
の
皆
様
へ

奥
田
義
政

隊
友

わ
が
夢
は

夜
中
ひ
っ
そ
り天国

へ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
交
流

引
佐
連
合
支
部
の
隊
友
及
び
地
域
住
民
の
皆
様
と
交
流

記
事
募
集

記
事
内
容
は
隊
友

の
近
況
や
趣
味
、
俳

句
、
写
真
、
絵
、
マ

ン
ガ
、
な
ど
隊
友
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

下
さ
い
。
記
事
は
お

近
く
の
役
員
に
お
渡

し
下
さ
る
か
、
郵
送
、

ま
た
は
、
メ
ー
ル
に

て
送
信
し
て
下
さ
い
。

送
っ
て
下
さ
い
ま
し

た
写
真
等
に
つ
い
て

は
後
日
お
返
し
い
た

し
ま
す
。

本誌に投稿・寄稿された方に

クオカードを進呈します。



３

統
合
の
象
徴

（
1
）
南
北
道
路

滑
走
路
で
、
南
北

に
分
断
さ
れ
て
い
る

基
地
を
円
滑
に
運
用

す
る
に
は
、
南
北
横

断
道
路
が
不
可
欠
で
、

滑
走
路
西
側
の
オ
ー

バ
ー
ラ
ン
を
短
縮
し
、

切
り
通
し
道
路
を
建

設
す
る
基
本
計
画
に

対
し
、
滑
走
路
は
現

状
維
持
し
、
別
の
道

路
を
通
す
計
画
変
更

を
、
統
合
担
当
部
隊

長
（
一
空
団
司
令
）

は
強
く
求
め
、
予
算

確
保
は
も
と
よ
り
、

中
央
と
の
交
渉
を
は

じ
め
種
々
の
懸
案
事

項
を
解
決
し
、
滑
走

路
・
オ
ー
バ
ー
ラ
ン

は
現
状
維
持
し
、
現

在
の
道
路
が
開
通
し

ま
し
た
。
当
初
滑
走

路
中
央
下
に
ト
ン
ネ

ル
道
路
を
通
す
提
案

等
も
あ
り
ま
し
た
。

統
合
に
よ
る
基
地
運

営
に
顕
著
な
効
果
を

も
た
ら
し
て
い
る
滑

走
路
西
側
外
周
道
路

は
、
日
々
車
両
や
隊

員
が
何
事
も
無
く
往

来
し
て
い
ま
す
が
、

統
合
の
象
徴
的
夢
建

造
物
と
し
て
、
開
通

に
尽
力
さ
れ
た
方
々

の
名
を
冠
し
た
「
○

○
道
路
」
と
命
名
し
、

功
績
を
讃
え
、
記
憶

に
留
め
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。

（
2
）
車
両
整
備
工
場

統
合
と
同
時
期
、
南

基
地
の
教
導
高
射
隊

は
、
ナ
イ
キ
シ
ス
テ

ム
か
ら
ペ
ト
リ
オ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
へ
の
更

新
（
換
装
）
事
業
が

着
々
と
遂
行
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

部
隊
装
備
の
超
大
型

を
含
む
車
両
の
整
備

は
、
「
南
基
地
に
依

頼
、
車
両
整
備
員
○

名
増
員
」
の
み
が
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

南
基
地
車
両
整
備
は
、

消
防
車
の
車
体
が
半

分
程
度
入
る
旧
軍
の

建
物
で
実
施
し
て
お

り
、
整
備
員
の
増
員

の
み
で
は
支
援
困
難

と
判
断
、
車
両
整
備

工
場
の
新
設
を
要
求
、

基
地
統
合
を
前
提
に

北
基
地
に
適
地
を
選

び
、
予
算
要
求
を
含

む
数
々
の
懸
案
事
項

を
解
決
し
、
整
備
能

力
が
強
化
さ
れ
た
施

設
が
、
現
地
要
望
で

新
設
さ
れ
、
整
斉
と

運
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

４

基
地
開
設
35
周
年
記

念
航
空
祭

統
一
を
一
年
後
に

控
え
た
昭
和
62

年

（
1987
年
）
の
航
空
祭

は
５
年
に
一
度
の
南

基
地
主
催
の
航
空
祭

で
し
た
が
、
統
合
気

分
を
醸
成
さ
せ
る
べ

く
「
浜
松
基
地
航
空

祭
・
基
地
開
設
35
周

年
記
念
」
と
し
、
南

北
両
基
地
合
同
主
催

で
開
催
し
ま
し
た
。

併
せ
て
浜
松
基
地
歴

代
将
官
会
同
を
実
施
、

昭
和
27
年
（

1952
年
）

浜
松
基
地
創
設
（
保

安
隊
）
以
来
の
先
輩

方
に
ご
参
加
を
お
願

い
し
、
当
時
矍
鑠

（
か
く
し
ゃ
く
）
と

し
て
参
加
さ
れ
た
初

代
航
空
団
司
令

源

田

実
大
先
輩
（
第

三
代
空
幕
長
・
参
議

院
議
員
）
に
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
激
動
と
多
難
な

時
代
の
思
い
出
を
語
っ

て
い
た
だ
き
、
盛
会

に
開
催
で
き
ま
し
た
。

統
合
年
度
の
昭
和
63

年
度
航
空
祭
は
、
昭

和
天
皇
の
ご
病
状
不

安
で
、
中
央
及
び
部

隊
に
お
け
る
諸
行
事

は
す
べ
て
自
粛
し
、

実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

５

結
び

基
地
の
統
合
は
、

い
か
に
基
地
運
営
を

停
滞
無
く
円
滑
に
実

施
し
な
が
ら
遂
行
す

る
か
が
重
要
。
浜
松

南
北
基
地
統
合
は
、

航
空
自
衛
隊
創
設
以

来
の
事
業
で
所
在
部

隊
の
新
規
事
業
も
進

行
中
。
効
率
化
の
た

め
、
人
員
は
先
行
削

減
さ
れ
る
状
況
下
で

の
実
施
で
し
た
。
南

北
基
地
司
令
部
の
幕

僚
は
も
と
よ
り
、
規

則
や
仕
事
の
擦
り
合

わ
せ
だ
け
で
な
く
、

人
事
交
流
に
当
た
っ

て
は
、
人
の
和
を
大

切
に
任
務
を
整
斉
と

達
成
さ
せ
た
各
級
現

場
指
揮
官
、
一
術
校

業
務
部
と
一
空
団
基

地
業
務
群
の
隊
員
諸

官
の
、
統
合
に
向
け

た
熱
意
と
努
力
に
よ
っ

て
な
し
得
た
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

35
年
を
経
過
し
た
今

日
、
基
地
の
整
然
た

る
そ
の
偉
容
は
、
将

に
隔
世
の
感
が
あ

り
、
幾
多
の
困
難
を

克
服
し
つ
つ
築
き
上

げ
た
歴
代
司
令
の
適

格
な
対
応
と
、
現
役

諸
官
の
努
力
、
地
元

自
治
会
の
理
解
と
納

得
、
協
力
団
体
等
の

支
援
よ
っ
て
、
基
地

安
定
使
用
の
基
盤
が

確
保
さ
れ
続
け
て
い

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
『
浜
松
南
・

北
基
地
に
つ
い
て
、

両
基
地
所
在
部
隊
長

が
積
極
的
に
諸
準
備

を
推
進
し
、
本
日
浜

松
基
地
と
し
て
円
滑

に
発
足
し
た
。
（
中

略
）
関
係
者
の
労
を

多
と
す
る
。
（
以
下

略
）
』
と
、
平
成
元

年
（

1989
年
）
３
月
16

日
、
初
代
航
空
教
育

集
団

司
令
官

阿
部
空
将

の
「
訓
示
」
の
一
節

を
も
っ
て
結
び
と
し

ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

隊
友
は
ま
ま
つ
第
338

号
の
寄
稿
へ
の
支
部

長
の
紹
介
に
お
い
て

今
村
様
を
「
最
初
の

浜
松
基
地
司
令
」
と

ご
紹
介
し
ま
し
た
が

「
最
後
の
浜
松
南
基

地
司
令
」
の
誤
り
で

し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
致
し
ま
す
。
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浜松支部行事予定 浜 松 支 部 の 会 勢

http://taiyukai.or.jp/wordpress/

◎一水会:6月5日、7月3日、8月7日

１８：３０～

浜松市農村環境改善センター

◎浜松支部総会:7月6日(土) 10:00～

アクト研修交流センター

編 集 後 記

数字で見る支部活動(R6.3.10 現在)

★実勢会員数：３２３名

正会員：２９７名

特別会員： ２６名

★「隊友はままつ」発行部数：６００部

手配り：４８部

メール便：２５５部

郵送:０部

基地内配布：２４５部

その他:４９部

浜
松
南
北
基
地
統
合

よ
も
や
ま
話
(2)

隊
友
会
浜
松
支
部
顧
問

今
村
昭
八

引佐連合支部が開催したグラウン

ドゴルフに初めて参加しました。ルー

ルも知らずの参加で、また、私は一

番の若年者でしたが、参加者の諸先

輩の皆様の元気には勝てなくて、ま

だまだ頑張らなくてはと思いました。

いずれは浜松支部も会員の皆様が

楽しめるレクリエーションのグラウ

ンドゴルフ大会を計画したいと思い

ます。

新
し
い
仲
間

佐
々
木

優
輔

隊
友

（
元
陸
自

34
普
連
）

鈴
木

敏
広

隊
友

（
元
陸
自

普
教
連
）

隊
友
の
訃
報

寺
村

猛

隊
友

（
元
空
自

教
集
司
）

令
和
6
年
3
月
13
日

ご
逝
去

細
部
不
明

謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

池
田

浩
三

隊
友

（
元
空
自

1
空
団
）

令
和
6
年
1
月
8
日

ご
逝
去

細
部
不
明


